
岡山県倉敷市 ／ 東栗坂自主防災会

１ 水害リスク（浸水及び土砂災害）
倉敷市洪水・土砂災害ハザード
マップ（図１）では、低地部分を中
心に２．０m未満の浸水が予想され
ているとともに、集落の中に、「土
砂災害警戒区域」が２か所、「急傾
斜地崩壊危険箇所」が１か所ありま
す。

１ 水害の避難場所（洪水・土砂災害）
●蓮休寺
●収容可能人員＝５０人
蓮休寺は、昭和５６年５月以前の旧耐震基準で

建設された建物であるため、地震の場合には使用
しません。

２ 地震の避難場所
●ひろば栗の家 ２階多目的ルーム

「社会福祉法人クムレ」さんの施設を借用
●収容可能人員＝５０人
ひろば栗の家は、倉敷市洪水・土砂災害ハザー

ドマップに定める浸水想定区域内に立地している
ため、水害の場合には使用しません。

３ 防災拠点
●東栗坂公民館
東栗坂公民館は、旧耐震基準で建設された建物

です。また、浸水想定区域に立地しているため、
避難場所としては使用できませんが、災害の状況
が落ち着いた段階で使用可能であれば、復旧・復
興の拠点とします。

１ 大雨が降る！台風が接近する！どうする？

２ 「避難準備・高齢者等避難開始」が発令された！

３ 「避難勧告」又は「避難指示（緊急）」が発令された！

４ 避難の際に、気を付けること！

５ 緊急避難駐車場所
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図２ 南海トラフ巨大地震による震度分布

急傾斜地崩壊危険箇所

東栗坂地区

土砂災害警戒区域

図１ 倉敷市洪水・土砂災害ハザードマップ

東栗坂地区は、倉敷市の北東部、岡山市との市境に位置し、栗坂山の北斜面にある
集落です。集落の北側には、東六間川が西から東に流れています。
住居については、山の麓（ふもと）から東六間川の間際の低地に連続して立地して

おり、麓部分と低地部分では災害リスクが異なります。
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２ 地震リスク
(1) わが家の津波ハザードマップ（倉敷市:平成２５年８月作成）
市のハザードマップでは、南海トラフ巨大地震が発生した場合、山の麓は「震
度５強」、低地の平野部は「震度６弱」の揺れが、また、低地の平野部は「液
状化の危険が高い」と予想されています。
なお、津波については、影響の及ばない地区です。
(2) 住居の状況

集落内には、昭和５６年５月以前(旧建築基準)に建てられた住居が多くあ
ります。
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① 避難場所は、蓮休寺
② ハザードマップを再確認し、自宅外への避難が必要か、避難は不要
かを判断

③ 非常持出袋の場所・中身を確認
④ 役員（自主防災会⾧、避難誘導班⾧及び避難

リーダー）は、緊急連絡網を準備

① 「警戒レベル３」が、東栗坂地区を対象に
発令された場合、自主防災会⾧及び避難誘
導班⾧は「蓮休寺」へ集合

② 役員（自主防災会⾧、避難誘導班⾧及び避難リーダー）は、緊急
連絡網を活用し、情報伝達

③ 自宅外への避難を要する世帯のうち、高齢者、障がい者や子供な
どは、「蓮休寺」へ避難

④ ③以外の者も、いつでも避難できるよう準備

警戒レベル

〇 自宅外への避難を要する世帯は、全員避難
※ 蓮休寺が満員となった場合の優先順位。

第１順位 高齢者、障がい者や子供等
第２順位 土砂災害警戒区域等の世帯
第３順位 浸水想定区域 の世帯

警戒レベル

① 非常持出袋（食料・水・常備薬等）を持って避難
② 道路と水路の境に注意
③ 運動靴で避難
④ 土砂災害警戒区域を避ける

浸水が想定される世帯の車両については、あらかじめ定めた浸水想定
区域外の駐車場所に自動車を避難させることができる。危険個所① 危険個所③危険個所② 危険個所④ 危険個所⑤

令和元年７月:避難訓練実施

令和２年３月:避難訓練実施を
計画していたが新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため中止

図３ 南海トラフ巨大地震による液状化危険度分布

東栗坂地区

避難経路となる東栗坂新橋等を中心に地区の危険箇所の確認を行った。また、東
栗坂地区では自分たちで避難所を決めている（「届け出避難所」）。
以上の、結果を基に防災マップを作成した。


